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科目名 

 
ドイツ語Ⅱ 

対象学科・学年 
  人間人社2回生  
 薬学部全学科2回生  
   
  
  

担当者 

 
林 進 

授業テーマ 
 ドイツ語の文法と表現の学習 

授業の概要と目標 
 テキストは、現代生活の諸問題――グローバル化、クローン化、温暖化、核問題など――について理解を深めるために書かれ

たエッセイである。各課の文章は段階的にレベルが上がっていくように作成されており、基礎的な文法を復習しながら読みすす

められるように注も付けられ、簡単な問いもある。このテキストをじっくり読んでいきながらドイツ語の表現を学び、現代社会

の問題を考える。 

評価方法 
  前期と後期に一回ずつ試験。出席重視 

テキスト 
 『地球という宇宙船』 

著者 
 Hermann Troll 
  小笠原能仁  

出版社 
 朝日出版社 

参考書 
  授業の中で指示 

著者 
  

出版社 
  

授業スケジュール・内容 
 

 １．Lektion 1  地球、私たちの「宇宙船」（１） 
  ２．Lektion 1  地球、私たちの「宇宙船」（２） 
  ３．Lektion 2   船内に水は十分あるの？ （１） 
  ４．Lektion 2   船内に水は十分あるの？ （２） 
  ５．Lektion 2   船内に水は十分あるの？ （３） 
  ６．Lektion 3  旅の同行者（１） 
  ７．Lektion 3  旅の同行者（２） 
  ８．Lektion 3  旅の同行者（３） 
  ９．Lektion 4   食糧は十分なの？（１） 
 １０．Lektion 4   食糧は十分なの？（２） 
 １１．Lektion 5   原子力の駆動？（１） 
 １２．Lektion 5   原子力の駆動？（２）  
 １３．Lektion 6   宇宙船内の過熱化（１）  
 １４．Lektion 6   宇宙船内の過熱化（２）   
 １５．前期試験 
 １６．Lektion 7   コミュニケーションとバーチャルライフ（１） 
 １７．Lektion 7   コミュニケーションとバーチャルライフ（２） 
 １８．Lektion 7   コミュニケーションとバーチャルライフ（３） 
 １９．Lektion 8   「グローバル村」で進歩に陶酔する（１） 
 ２０．Lektion 8   「グローバル村」で進歩に陶酔する（２） 
 ２１．Lektion 9   人間はいつクローン化されるの？（１） 
 ２２．Lektion 9  人間はいつクローン化されるの？（２） 
 ２３．Lektion 9   人間はいつクローン化されるの？（３） 
 ２４．Lektion 10 新しい不安定性（１）   
 ２５．Lektion 10 新しい不安定性（２） 
 ２６．Lektion 11  宇宙の旅――どこへ何のために？（１） 
 ２７．Lektion 11 宇宙の旅――どこへ何のために？（２） 
 ２８．Lektion 12  「母なる」地球の平和（１） 
 ２９．Lektion 12 「母なる」地球の平和（２） 
 ３０．後期試験 
 
 

 


